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1. エグゼクティブ・サマリー：覆面モデル「Space Bunny」の正
体とエージェント経済性の転換点 
2026年10月19日、中国のAI開発企業であるMiniMaxは、次世代の高速・高効率大規模言語モデル
（LLM）「MiniMax M3.1 Flash」を正式に公開した1。同モデルは、2026年9月27日時点からコーディン
グ環境「MiniMax Code」上で「M3.1-Flash-Preview」として先行実装されていたほか、グローバルな
AIプラットフォーム上で覆面モデル「Space Bunny（宇宙ウサギ）」および「Space Bunny Alpha」として
ステルス運用されていたモデルの正式版である1。ステルス運用期間中、Space Bunnyは累計200兆
トークン以上を処理し、APIアグリゲーターであるOpenRouter上では10日連続で利用数世界首位を
記録、同プラットフォームのステルスモデルとして過去最多となる56.7兆トークンを処理した実績を持
つ1。2026年10月5日に一旦プラットフォームから姿を消した後、ユーザーフィードバックに基づく集中
的な改修を経て、10月19日にM3.1 Flashとして正式リリースに至った1。このステルス検証期間におけ

る最適化により、初回トークン生成時間（TTFT）は1.95秒から1.22秒へと38%短縮され、OpenRouter
上のスループットは毎秒70トークンから100トークンへと45%向上、エラー率は1.4%から0.7%へと半
減している1。 
M3.1 Flashの市場投入が持つ最大の意味は、単なる軽量モデルの追加ではなく、自律型AIエージェ
ントおよび長文脈推論における「能力とコストの非対称な破壊」にある2。総パラメータ数4,280億（
428B）のMixture-of-Experts（MoE）アーキテクチャを採用しつつ、推論時のアクティブパラメータ数
を約230億（23B）に絞り込み、さらに積極的なスパース化（Block-Sparse Attention）を施すことで、
前世代のフラッグシップモデル「MiniMax M3」と比較してオンライン推論速度を約3倍（中央値で毎秒
170トークン以上、日常利用で200トークン超）に高めながら、エージェントタスクの総利用コストを
70%削減した1。API価格は入力100万トークンあたり0.15ドル（約24円）、出力100万トークンあたり
0.60ドル（約95円）、プロンプトキャッシュ読み取りに至っては100万トークンあたり0.015ドル（約2円）
という極めて攻撃的な一律価格に設定されている1。 
日本企業の知的財産（IP）部門および特許事務所にとって、この「100万トークンのコンテキストウィン
ドウ」「常時有効かつ5段階で深さを調整可能な思考プロセス（Effort制御）」「視覚・図表理解を含む
マルチモーダル入力」「極限までの低コスト化」の組み合わせは、実務の構造を根底から変える潜在

力を持つ6。とりわけ、特許庁（JPO）が2026年7月27日に「JPO AIビジョン」を策定し、審査官による
外国語文献の機械翻訳や特許図面のAI構成要素解析を本格化させる中、出願人側にも大量の公
報・審査経過（包袋）・図面を統合的に処理する高度なAI武装が不可欠となっている10。一方で、第三

者評価機関Artificial Analysisの「AA-Omniscience」ベンチマークにおいて、同モデルが「未知の事
実に対する93%のハルシネーション率」を記録した事実や、中国資本を背景とする同社の標準API利
用規約におけるデータ保護・再学習規定の曖昧さは、日本弁理士会が定める善管注意義務（民法



第644条）や出願前発明の新規性喪失リスク（特許法第29条第1項）と激しく衝突する13。2026年10月
23日に予定されているモデルウェイト（重み）のオープン公開を含め、日本企業は同モデルの技術的
強みとガバナンス上の致命的陥穽を正確に切り分け、業務領域に応じた複線的な導入アーキテク

チャを構築しなければならない8。 

2. MiniMax M3.1 Flashの技術仕様・推論機構・ベンチマーク
分析 
2.1 MoEアーキテクチャと常時有効型アダプティブ推論（Effort制御） 
MiniMax M3.1 Flashは、2026年6月に公開された上位モデル「MiniMax M3」のアーキテクチャ基盤を
継承しつつ、推論効率とエージェント実行能力を極限まで高めたモデルである2。総パラメータ数

428B（60レイヤー構成）の巨大な知識容量を保持しながら、各トークン処理時に活性化されるパラ
メータを約23Bに限定するMoE構造を採用している6。特筆すべきはアテンション機構の最適化であ

り、128トークン単位のブロックのうち上位16ブロックのみにアテンション計算を集中させる「
Block-Sparse Multi-head Sparse Attention（MSA）」を積極適用することで、100万トークン（約1,500
ページ相当）という超長文脈における計算量の二次関数的爆発を抑制している6。 
入出力モダリティに関しては、ネイティブ視覚エンコーダを搭載しており、テキスト、画像、動画、およ

びPDFドキュメントを入力として受け付け、テキストを出力する6。同社の動画生成モデル「MiniMax 
H3」や音楽生成モデル「Music 3.0」とは明確に系統が異なり、画像や動画を直接生成する機能は持
たないが、入力された図表・設計図・動画フレームの差分検出や構造化理解において極めて高い視

覚推論能力を発揮する6。 
前世代M3からの最大の設計変更は、推論（Thinking）機構の仕様にある6。M3では推論の有効・無
効（disabled）を切り替え可能であったのに対し、M3.1 Flashでは「思考プロセスが常時有効（
Always-on Adaptive Thinking）」となっており、推論の無効化がシステムレベルで禁止されている6。

APIリクエストにおいて thinking.type="disabled" や reasoning.effort="none" を指定した場合、サー
バーはエラーコード2013とともにHTTP 400（invalid_request_error）を返しリクエストを拒絶する仕様
となっている6。その代わり、ユーザーはタスクの難易度や許容レイテンシに応じて、思考の深さ（

effort または reasoning_effort）を low、medium、high、xhigh、max の5段階で動的に制御できる
（省略時のデフォルトおよび公式推奨値は max）6。また、出力形式においても、従来のインライン 
<think> タグのパース処理が不要となり、OpenAI互換APIでは reasoning_content フィールド、
Anthropic互換API（推奨エンドポイント：https://api.minimax.io/anthropic）では独立した思考ブロック
として最終回答本文と明確に分離されて返却されるため、業務システム側での思考ログ監査が容易

になっている6。なお、max_tokens（最大出力524,288トークン）には思考トークンと最終回答トークン
の合算枠を確保する必要がある6。 
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2.2 ベンチマーク性能と「93%ハルシネーション率」が示す二面性 
M3.1 Flashは、単なるテキスト生成ではなく、複数システムを横断する実務ワークフローの完遂能
力、長大なコードベースの改修、および視覚情報の論理的解析において、米国のフロンティアモデル

（Claude Opus 5やGPT-5.6 Solなど）に匹敵または凌駕するスコアを圧倒的な低コストで達成してい
る一方、未知の事実に対するハルシネーションにおいて顕著な脆弱性を抱えている1。 



 



ベンチマーク結果の詳細は、同モデルの得意領域と弱点が極めて先鋭的に分かれていることを示し

ている13。第一に、複数段階の計画立案、複数ドキュメント間の一貫性維持、コンプライアンス検証、

および連鎖的なツール呼び出しを評価する「BankerToolBench」において、M3.1 Flashは76.2点を記
録し、AnthropicのフラッグシップモデルであるClaude Opus 5と同等のスコアを達成した1。また、営

業・財務・法務・人事などSaaSシステムを跨ぐ実務ワークフローの完遂能力を測る「
Automation-Bench v1.0.6」では62.2%（AutomationBench-AAでは72.5%）を記録し、DeepSeek 
V4.1 Flash-1017（60.5%）、GPT-5.6 Sol、Claude Opus 5を抑えて7モデル中首位に立った1。ソフト

ウェア開発の自律遂行能力を測る「DeepSWE v1.1」でも73.7%を達成し、Claude Opus 5（74%）や
GPT-5.6 Sol（73%）と肩を並べているほか、コンピューター操作を評価する「OSWorld V2」で61.7点、
専門実務タスクを測る「Agents' Last Exam（ALE）」で29.6点、脆弱性発見・検証能力を測る「
CyberGym」で82.2%を記録した1。さらに、高難度推論ベンチマーク「Humanity's Last Exam（HLE）」
では48%（M3の39%から上昇）に達してGemini 3.8 Flash（48%）と並び、物理推論「CritPt」でも22%（
M3の4%から大幅改善）を記録、arXivの科学論文中の複雑なグラフ・図表を読み解き推論する「
CharXiv-R」で82%（0.82）、ツールを用いた視覚推論テスト「BabyVision」で91%（0.91、11モデル中2
位）を達成しており、図表と長文テキストを往復するマルチモーダル分析において極めて高い処理能

力を有している1。 
また、経済効率性の観点では、Artificial Analysisの総合知能指数（Intelligence Index）において最
大推論設定（effort=max）でスコア42（M3の29から13ポイント上昇）を記録し、Gemini 3.8 Flash（41）
を上回りGLM-5.3 Flash（42）と並んだ13。この評価タスク全体を完了するために消費された出力トー

クン数は約1億8,900万トークンにとどまり、GLM-5.3 Flash（約3億2,400万トークン）やGemini 3.8 
Flash（約3億3,400万トークン）と比較して約4割少ないトークン消費で同等以上の結論に到達してい
る13。このトークン効率と単価の安さが相乗効果を生み、1タスクあたりの加重平均コストは0.22ドル（
M3の0.51ドルから約57%減、Claude Opus 5.5の5.98ドルの約27分の1）へと劇的に低下している13。 
しかし、実務導入において最大の警戒を要するのが、Artificial Analysisが実施した知識・事実性評
価「AA-Omniscience」における結果である13。M3.1 Flashは事実に関する質問の56%に正解し、正
答率自体はDeepSeek V4.1 Flash-1017（43%）やGLM-5.3 Flash（28%）を大きく上回った13。それにも

かかわらず、総合のAA-Omniscienceスコアはわずか「16」に沈んでいる13。その原因は、モデルが

正解を知らない質問に直面した際、「わからない」と回答を留保・拒否するのではなく、非正解応答の

実に93%において「自信満々に誤った情報（ハルシネーション）を生成する」という極端な挙動を示し
たためである13。開発者コミュニティの実機テストにおいても、明確な材料と指示を与えた場合の処理

能力は高い一方で、オープンエンドな問いや曖昧な指示に対してはハルシネーションを起こしやすい

傾向が報告されている31。すなわち、M3.1 Flashは「モデルの内部記憶（パラメトリック知識）に頼って
事実を引き出す用途」には全く不向きであり、「プロンプト内にすべての証拠材料（コンテキスト）を与

えた上で、その範囲内で論理検証・照合・構造化を行わせる用途」に特化したエンジンであると定義

できる6。 

3. 日本企業の知財業務ワークフロー別インパクト評価 
日本企業の知財部および特許事務所における業務は、大きく「調査・分析」「出願・権利化（中間処

理）」「知財戦略・契約」に分類される33。M3.1 Flashの特性は、これらの業務プロセスに対して構造的
な変化をもたらす。 
3.1 特許調査・分析業務（先行技術調査・FTO・無効資料調査・IPランドスケー



プ） 
従来、日本国内における特許調査の外注および社内工数は高コスト構造が常態化していた35。一般

的な国内調査費用は、先行技術調査で5万〜50万円、製品設計・製造前の侵害予防調査（FTO／ク
リアランス調査）で20万〜100万円、無効資料調査で10万〜100万円を要し、対象が米国・欧州・中
国等の海外文献に及ぶ場合はその1.5倍〜2倍、外国特許文書1件あたりの専門翻訳・調査だけで約
10万円に達するケースも珍しくなかった35。ここに生成AIを導入する試みは進んでいたものの、「推論
精度とコスト・速度のトレードオフ」が深刻な壁となっていた36。例えば、化学分野の特許公報772件を
生成AIに読み込ませてスクリーニングを行う実証では、標準モデルで約18時間（1件平均84秒）・費
用約9,000円（1件約12円）で処理できた一方、クレームの構成要件充足性や進歩性を精密に判定す
るために高推論モデル（OpenAI o1クラス）を適用すると、1件あたり約100円弱、772件全体で約7
万〜8万円へとコストが跳ね上がる課題が指摘されていた36。 
M3.1 Flashの導入は、この「高推論＝高コスト・低速」というトレードオフを根本から解消する2。第一

に、多段階スクリーニングにおける effort（思考深度）の動的ルーティングが可能となる6。たとえば、

母集団となる数千件の特許公報から関連文献を抽出する一次スクリーニング（SDI支援やFTOの初
期ノイズ除去）では、effort="low" または "medium" に設定して毎秒170〜200トークン超の高速処
理を実行することで、1件あたり0.1円〜数円未満の極小コストで瞬時に絞り込みを完了できる2。その

後、抽出された数十件の重要文献に対する構成要件対比（クレームチャート作成）や、複数文献の

組み合わせによる進歩性否定の論理構築（無効資料調査）においてのみ effort="max" を適用する
ワークフローを組むことで、全体のAPI費用を従来の推論モデルの10分の1以下に抑えつつ、フロン
ティア級の深い論理検証を実現できる6。 
第二に、特許庁（JPO）のAI審査高度化に対する防衛力の強化である12。特許庁は2026年7月27日
に「JPO AIビジョン」を公表し、審査業務への生成AI適用や、中国語・韓国語・欧州言語の高精度機
械翻訳AI、さらには特許図面から技術的構成要素を自動抽出する画像認識AIの導入を推進してい
る10。これにより、従来は言語の壁やテキスト検索の限界により審査官が発見できなかった外国語公

報や図面類似文献が、拒絶理由通知において大量に引用されるリスク（「脅威レベル：中〜高」）が

顕在化している12。M3.1 Flashは、中国発のモデルとして中英日のCJK（中国語・日本語・英語）マル
チリンガル処理に強いだけでなく、CharXiv-R（82%）や BabyVision（91%）が証明する高度な図表・視
覚解析能力を備えている9。日本の知財部門は、中国国家知識産権局（CNIPA）等の外国公報のテ
キストと図面（ブロック図、機械構造図、化学特性グラフ等）をM3.1 Flashに直接マルチモーダル入力
し、わずか数円のキャッシュ読み取りコストで網羅的なクリアランス調査や先行技術調査を自社内で

完結させることが可能となる6。さらに、同モデルが公式実務事例として掲げる「財務三表＋DCF（割
引キャッシュフロー）分析」と特許群分析を組み合わせることで、経営層向けに技術的優位性と事業

機会・リスクを統合提示するIPランドスケープ分析も低コストかつ高速に遂行できる6。 
3.2 特許出願・権利化業務（明細書ドラフティング・中間処理・包袋分析） 
出願および権利化（中間処理）業務においては、M3.1 Flashの「100万トークンのコンテキストウィンド
ウ」「プロンプトキャッシュの90%割引（$0.015/1Mトークン）」「ソフトウェアテスト型の検証思考」が決
定的な威力を発揮する2。 
中間処理（拒絶理由通知への対応、意見書・補正書の作成）では、本願の明細書・特許請求の範

囲・図面に加え、審査官が引用した複数の先行技術文献（主引例・副引例）、さらには米国（USPTO
）・欧州（EPO）・中国（CNIPA）における対応外国出願の審査経過書類（包袋／オフィスアクションと応
答履歴）のすべてを同時に参照し、禁反言（エストッペル）のリスクを回避しながら補正案を策定する



必要がある12。M3.1 Flashの100万トークン（テキスト約1,500ページ分）のコンテキスト窓には、これら
一式のドキュメント群を一切の要約・分割（チャンキング）なしで丸ごと投入できる9。さらに、一度100
万トークンの包袋・公報データを読み込ませれば、2回目以降の多角的な質問（請求項の補正に伴う
サポート要件の検証、副引例の図面と本願図面の構造的差異の抽出、米国審査経過との矛盾

チェックなど）はすべてプロンプトキャッシュ読み取り（100万トークンあたり0.015ドル＝約2.4円）とし
て処理されるため、徹底的な反復検証を行っても追加コストがほぼ発生しない8。 
また、明細書作成（ドラフティング）および補正案の検証において、M3.1 Flashが「DeepSWE v1.1（
73.7%）」や「BankerToolBench（76.2）」で示した「コードベース全体の依存関係を読み解き、エッジ
ケースを特定し、リグレッション（退行バグ）テストを実行して修正を検証する能力」は、そのまま特許

文書の論理検証へと転用できる1。具体的には、明細書を「ソースコード」、特許請求の範囲（クレー

ム）を「インターフェース定義」、審査基準（サポート要件・明確性要件・実施可能要件）を「テストス

イート」と見なすアプローチである42。従来、先進的な特許事務所（弁理士法人IPX等）が独自のWord
マクロ群を駆使して行ってきた形式チェック、リクレームに伴う明細書の整合性更新、図面符号の不

一致検出に加え、M3.1 Flashのエージェント機能を用いることで、「クレーム補正によって実施例の記
載から浮いてしまう構成要素がないか」「発明の課題と効果の論理的因果関係が破綻していないか」

といった意味論レベルのバグ追跡（デバッグ）を自律的にループ実行させることが可能となる6。 
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4. 知財ガバナンス・法的リスクとシステム実装アーキテクチャ 
M3.1 Flashが圧倒的なコストパフォーマンスを誇る一方で、日本の知財実務家が同モデルを導入す
る際には、法制度および職業倫理上の厳格なハードルが存在する16。公開済みの公報データと出願

前の未公開発明データを厳密に分離し、モデルのハルシネーション傾向を機械的に統制する複線型

（デュアルトラック）のガバナンス・アーキテクチャが不可欠となる13。 

 
4.1 日本弁理士会ガイドライン（善管注意義務・新規性喪失リスク）との整合性 
日本弁理士会（JPAA）が2025年4月に公表した「弁理士業務AI利活用ガイドライン」は、生成AIを業
務利用する際の法的・倫理的基盤として、民法第644条に基づく「善管注意義務（善良な管理者の注
意義務）」および弁理士法上の守秘義務・非弁行為禁止（弁理士法第75条）を据えている16。また、

IPTech特許業務法人や弁理士法人IPX（2026年7月1日にAI本格活用体制へ移行）などの先進事務
所が確立した実務基準では、AIツール選定の絶対条件として「通信・保存の暗号化」「入力データの
AIモデル再学習禁止（オプトアウト）」「利用規約等による明示的な契約上の保証」の3要件（三本の
柱）を満たすこと、およびクライアントごとのメモリ分離環境（ハーネス）を構築することが業界標準と

なっている16。 
この日本の知財ガバナンス基準に照らした場合、MiniMaxの標準クラウドAPI（platform.minimax.io）
およびWebサービスの利用規約・プライバシーポリシーには重大な懸念が存在する14。MiniMaxは国
際事業をシンガポール法人（Nanonoble Pte. Ltd.）経由で展開し、一部APIデータを米国やEUリー
ジョンで処理する構成をとっているものの、企業グループの本拠は中国にあり、標準のプライバシー

ポリシーおよび利用規約では「サービスの提供、維持、開発、および改善（improve our Services）」
のために入力データおよび生成コンテンツを利用できる旨、ならびに法的義務や当局の要請に応じ

てデータを検閲・開示し得る旨が規定されている30。すなわち、すべてのAPIプランに対して無条件の
「ゼロデータリテンション（データ非保持）」や「再学習への不使用」を単一の明快な条項で保証してお

らず、SOC 2レポートやHIPAA/BAA等の国際的な第三者セキュリティ認証も公開されていない14。 
この規約構造が日本の知財業務に及ぼす第一の法的帰結は、出願前発明の「新規性喪失（特許法



第29条第1項）」および営業秘密漏洩リスクである17。秘密保持義務や再学習禁止が契約上明確に

保証されていない外部AIプラットフォームに、出願前の発明提案書や明細書ドラフトを入力する行為
は、日本弁理士会ガイドラインが強く警告する通り「発明を世の中に公表（公知化）するのと同じおそ

れ」を生じさせ、特許の新規性を喪失させる致命的リスクを孕む17。また、外国出願の基礎となる国

内出願が公開される前の段階（優先権期間中）の外国語翻訳業務に標準APIを用いることも同様に
不可である44。加えて、日本の個人情報保護法上、外国にある第三者への個人データ（発明者の氏

名・所属等を含む場合）の提供には本人同意や体制確認が求められるため、未公開の発明情報や

個人データをMiniMaxの標準クラウドAPIに直接送信することは厳に禁止されなければならない15。 
第二の法的帰結は、「93%ハルシネーション率」と善管注意義務違反（民法第644条）の交錯である13

。日本弁理士会は、AIの生成結果を十分に吟味せずそのまま使用して出願等の代理を行う行為は
善管注意義務に違反するおそれがあると明記しており、欧州特許庁（EPO）や米国特許商標庁（
USPTO）も代理人の最終確認責任を厳格に求めている45。M3.1 Flashは前述の通り、コンテキスト外
の情報について93%の確率で虚偽回答を生成する特性を持つ13。もし知財担当者や弁理士が、先行

技術調査や拒絶理由対応においてM3.1 Flashに「関連する公知技術や審査基準を挙げよ」といった
オープンエンドな質問を投げ、その出力を検証せずに意見書や明細書に反映すれば、実在しない引

例や虚偽の技術的効果を記載する重大な過誤（記載不備による権利無効化）を招く13。これを防ぐた

めの技術的統制として、M3.1 Flashを業務システムに組み込む際は、プロンプト内に参照すべき公報
全文・審査基準条文・実験データのすべてを与え（RAG／長文脈ロック）、システムプロンプトで「提供
された文書内に明示的な記載がない事項については推測を一切禁じ、該当箇所なしと出力せよ」と

厳命した上で、APIが分離返却する reasoning_content（思考トレース）を別の検証スクリプトまたは
人間が監査して、引用元の段落番号や図面符号が入力文書と完全一致しているかを機械的に照合

する「検証ハーネス」の実装が必須となる6。 
4.2 10月23日オープンウェイト公開の意義とオンプレミス実装の現実性 
クラウドAPIにおける機密保持・新規性喪失リスクを根源的に解消する手段として注目されるのが、
MiniMaxが2026年10月23日に公開を予告している「オープンウェイト（モデルの重み）」の自社管理
インフラ（オンプレミス環境または完全閉域のプライベートクラウドVPC）への導入である8。外部通信

を完全に遮断した自社インフラ内でモデルの重みを稼働させれば、出願前の発明情報や極秘の研

究開発データを入力しても外部漏洩や再学習のリスクはゼロとなり、日本弁理士会ガイドラインおよ

び企業秘密管理基準を完全にクリアして明細書ドラフティングや発明発掘にM3.1 Flashの能力を全
面適用できる15。 
しかしながら、10月23日のウェイト公開を待つ日本企業が直視すべき実務的障壁が2つ存在する7。

第一の障壁は、ローカル実行に必要なVRAM（GPUメモリ）容量の巨大さである7。M3.1 Flashは推論
時のアクティブパラメータこそ約23Bと軽量であるが、トークンごとに異なるエキスパート（専門家ネッ
トワーク）が動的に選択されるため、428Bの総パラメータすべてをVRAM上に常駐させる必要がある
7。同一アーキテクチャ（428B MoE / 23B active）を持つMiniMax M3のメモリ計算データに基づくと、
モデルを4ビット量子化（Q4_K_M）に圧縮した場合でも、モデルの重み自体に約240 GBのVRAMを
要する7。さらに、M3.1 Flashが採用するBlock-Sparse MSAはアテンションの「計算量」を削減する技
術であり、KV（Key-Value）キャッシュの「保存容量」を圧縮するものではないため、100万トークンの
フルコンテキストをFP16精度のKVキャッシュで保持するには追加で約129 GB、アクティベーション等
のオーバーヘッドに約36.9 GBが必要となり、合計で約405 GBのVRAMが要求される7。これはコン

シューマー向けGPU（RTX 3090等2枚挿し構成）では到底稼働せず、大容量VRAMを備えたハイエン



ドデータセンターGPUクラスタが必須となることを意味する7。したがって、オンプレミス運用が経済的

に成立するのは、年間数百〜数千件の出願を抱える大手製造業の知財本部か、大規模なIT投資を
行う大手特許事務所、もしくは国内のセキュアなGPUクラウド上でコンテキスト長を制御した専有エン
ドポイントを構築する場合に限られる7。 
第二の障壁は、モデルライセンスの商用利用制限に関する法的確認である8。MiniMaxは過去のモ
デルにおいてライセンス方針を変更してきた経緯がある15。同社の「MiniMax-M2」および「M2.5」は
商用利用に一切の制限がない純粋なMITライセンス（Plain MIT）で公開されたため、日米欧の企業
が追加契約なしで自由に自社サーバーへ商用実装できた15。しかし、その後の「MiniMax-M2.7」では
「Modified-MIT（改変MIT）ライセンス」へと変更され、個人利用や非商用研究は無償である一方、
「社内業務への商用セルフホスティングを含むあらゆる商用利用には、MiniMaxからの事前の書面
による許諾（api@minimax.io への申請）および帰属表示が必須」という制限が課された15。10月19日
時点ではM3.1 Flashの重みに適用されるライセンス条項は未公表であるため、10月23日の公開時に
「純粋なMIT等のオープンライセンス」か、それとも「事前許諾を要するModified-MIT／独自コミュニ
ティライセンス」かを法務・知財部門が真っ先に精査する必要がある8。なお、MiniMaxは2026年9月
11日に東京・渋谷で「Japan IP.AI Co-Creation Conference」を共催し、日米150社以上を集めて日
本のIP活用に向けた「MiniMax H3 IP Edition」等を発表するなど日本市場への関与を強めているが、
それと同時にOpenAIやAnthropicからは無断での知識蒸留（Distillation攻撃）を巡る牽制も受けて
おり、ライセンスとコンプライアンスの精査は経済安全保障の観点からも不可欠である19。 

5. 結論と日本企業の知財部門・特許事務所に向けた戦略的
提言 
MiniMax M3.1 Flashの登場は、推論モデルのランニングコストを従来の数分の1から数十分の1へと
引き下げ、100万トークンの長文脈と視覚理解を日常的な高頻度バッチ処理や自律エージェントに組
み込むことを可能にした点で、知財テック（IP Tech）における重大なマイルストーンである1。日本の知

財実務責任者は、同モデルの性能とリスクの非対称性を踏まえ、体系的な導入戦略を推進すべきで

ある。 
第一の戦略的優先事項は、業務データの機密性に応じた「デュアルトラック（複線型）運用」の即時

徹底である15。すでに公開されている特許公報や審決・審査経過のみを扱う業務（先行技術調査、

FTO調査、無効資料調査、競合IPランドスケープ分析）については、MiniMax M3.1 Flashのクラウド
API（またはOpenRouter等のアグリゲーター経由）を直ちにテスト導入し、キャッシュ読み取り（
$0.015/1Mトークン）と段階的 effort 制御を活用した大量文献の高速スクリーニング・図面照合パイ
プラインを構築すべきである2。その際も、調査クエリ自体から自社の未公開開発計画が推知されな

いよう、ダミー要素の混入や抽象化プロンプトを経由させる運用ルールを徹底することが求められる
17。一方、出願前の未公開発明を扱う業務（発明発掘、明細書ドラフティング、公開前の外国出願翻

訳）においては、標準クラウドAPIの利用を社内規定で明確に禁止し、新規性喪失リスクを完全に遮
断しなければならない15。 
第二の優先事項は、2026年10月23日に公開されるオープンウェイトの検証とプライベート推論基盤
の評価である8。公開と同時にライセンス条項（商用セルフホスティングにおける事前書面許諾の要

否）を法務確認し、ライセンス上の問題がない場合は、未公開の明細書作成や社内発明データベー

スとの連携に向けて、国内データセンターの専有GPUインスタンス（405 GB以上のVRAMを確保可
能なマルチGPU環境、またはコンテキスト長を制限してKVキャッシュメモリを削減した構成）上での閉



域ホスティングの費用対効果を検証すべきである7。これにより、大企業と中小企業・特許事務所の

間で生じつつあるAI活用格差と特許網形成スピードの差を埋める強力な自社基盤が確立できる43。 
第三の優先事項は、「93%ハルシネーション率」を無力化する決定論的ハーネスと監査ログの実装
である13。M3.1 Flashを実務システムに統合する際は、モデルの内部知識に依存した回答生成を一
切許さないアーキテクチャ（RAGコンテキストロック）を強制しなければならない6。具体的には、API移
行時に従来のインラインパースや thinking.type=disabled 指定を廃止して reasoning_content 
フィールドの取得へと改修し、思考プロセス内で参照された公報の段落番号・請求項番号・図面符号

が入力テキスト内に実在するかを正規表現および決定論的プログラム（WordマクロやPython検証
スクリプト）で自動照合するガードレールを実装することで、弁理士および知財担当者の善管注意義

務を技術的に担保する体制を確立すべきである6。 
最後に、特許庁の「JPO AIビジョン」時代を見据えた図面・外国語公報の事前検証強化が不可欠で
ある10。審査官がAI翻訳と画像認識AIを駆使して中韓欧の先行技術や図面構成を広範に引用する
2026年以降の審査環境に対抗するため、出願前の先行技術調査および明細書作成段階におい
て、M3.1 Flashのマルチモーダル視覚理解能力を活用し、「図面と明細書本文の符号・構造の整合
性チェック」および「中国語・英語公報の図面を含めた先行技術との差異化ポイントの事前補強」を

標準ワークフローとして定着させることが強く推奨される6。 
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